
１月の行事予定 ２月の行事予定

日 曜 校 内 行 事 日 曜 校 内 行 事

1 火 (祝)元日 4 月 放課後子ども教室

8 火 始業式 大掃除 給食開始 7 木 委員会活動

9 水 貯金日 8 金 一日入学

10 木 委員会活動 11 月 (祝)建国記念の日

14 月 (祝)成人の日 13 水 避難訓練（地震） 貯金日

15 火 校内書き初め展（～18日） 14 木 クラブ

17 木 学校運営協議会 クラブ 15 金 参観日 学級懇談会 進学説明会

18 金 友遊タイム ６年食推調理実習③④

21 月 放課後子ども教室 21 木 クラブ

22 火 性に関する教育参観日 22 金 友遊タイム

学校保健委員会 27 水 口座振替日 集金日

23 水 第３回PTA理事会・評議員会 28 木 クラブ

24 木 代表委員会

全国学校給食週間（～30日） ＊校内書き初め展 15日（火）～18日（金）

27 日 伊佐地区親子マラソン大会 子ども達の作品を第１校舎２階に展示し

(みんなで参加しましょう！) ています。どうぞご覧になってください。

28 月 口座振替日 集金日 ＊性に関する教育参観日 学校保健委員会

31 木 クラブ 13:40～14:25 授業参観 各教室

14:40～15:40 学校保健委員会 図書室

家族全員で生活リズム向上

「グ～グ～チャレンジ」の取組を日常生活に
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新 し い 年 を 迎 え て
上 野 規 子

平 成 ２ ５ 年 巳 年 新 し い 年 を 迎 え て 、 伊 佐 小 学 校 の 子 ど も 達 １ ６ ０ 名 は

大 変 元 気 に 過 ご し て い ま す 。 一 人 ひ と り が 自 分 の 目 標 を も ち 、 そ れ に 向 か っ

て 努 力 し て い く こ と を こ の 冬 休 み 中 に 考 え て い ま す 。 目 標 を 立 て る と い う こ

と は 、 ま ず 自 分 を 見 つ め 直 し 、 自 分 自 身 を 知 る こ と か ら 始 ま り ま す 。 自 分 の

得 意 と す る こ と ・ 苦 手 な 部 分 ・ も っ と 伸 ば し て い き た い 力 、 そ れ ら を し っ か

り と 見 つ め る こ と で 新 し い 自 分 が 見 え て き ま す 。 新 年 を 迎 え る こ の 時 期 、 自

分 を 客 観 的 に 見 つ め て 、 積 極 的 に 高 め よ う と す る 意 識 を も つ 機 会 に し た い も

の で す 。 も ち ろ ん 、 学 校 自 身 も こ れ ま で の 教 育 活 動 を し っ か り と ふ り 返 り 、

伊 佐 小 学 校 な ら で は の 、 伊 佐 小 学 校 だ か ら こ そ で き る 教 育 活 動 を さ ら に 推 進

し て い く 覚 悟 で す 。

今 年 も 地 域 の 皆 様 の 温 か い ご 支 援 と ご 協 力 を よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。



共同募金へのご協力、ありがとうございました！

１２月１０日（月）～１２日（水）の間、５・６年生の集会委員が中心となり児童会活動として行い

ました「募金活動」へのご協力、ありがとうございました。各家庭より集まりました募金は、１２月１

９日（水）に美祢市社会福祉協議会の髙橋事務局長、森本係長のお二人においでいただき、お渡ししま

したのでお知らせします。ありがとうございました。

開催！ 伊佐小中学校区連絡協議会

１２月１２日（水）１８時より伊佐公民館にて、「伊佐小中学校区連絡協議会」を開催しました。こ

の会議は、伊佐小学校と伊佐中学校の代表者だけでなく、地域代表として伊佐地区民生委員児童委員協

議会や主任児童委員、安全・安心見守り隊、老人クラブ連合会、連合婦人会、伊佐公民館、美祢警察署

などから代表者が出席し、児童生徒の情報交換を主なねらいとして行っています。今回の会議では、２

学期を中心に学校側から学校行事や活動について報告した後、それぞれの立場からのご意見や質問等協

議を行いました。その中で、以下のようなことが話し合いの中心となりましたので、お知らせします。

・小学校、中学校ともとてもよくあいさつをしている。是非、継続して欲しい。

・校区内の危険箇所を市に報告して、改善してもらうよう要望している。

・冬休みの交通安全・生活安全について、もう一度各立場で指導内容を確認し、事件事故のないよう

にしよう。（道路の凍結、ヘルメットの着用、自転車の安全な乗り方、外出時のきまり、金銭等）

・みんなで９年間を見通した児童生徒の見守りをこれからも続けていく。


